
安全性

食品中のアクリルアミドについて
ーわたしたちの取り組みー

背景
平成１４年４月のスウェーデンの研究者らの報告に端を発した加工食品中のアクリルアミド
問題は，十分な情報のないまま消費者に大きな不安をもたらしました。私たち食品総合研究
所では，この問題に対するワーキンググループを設置し，分析技術の開発，市販食品の調査
を行いました。また，インターネットを通じて最新の情報を発信し続けています。
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技術の特徴
①広範な食品に適用可能な分析技術
②GC-MS法，LC-MS/MS法を選択できる
③論文やHPによる技術の完全公開

今後の展開
①アクリルアミド低減化加工技術の開発
②一般消費者，専門家双方への幅広い情報発信
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は2002年6月のFAO/WHO専門家会議の報告に

掲載された欧米諸国における分析値の範囲。
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日本の加工食品中のアクリルアミド分析結果

参考
食品中のアクリルアミドについて：http://aa.iacfc.affrc.go.jp
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